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第 1回 11/16 オリエンテーション 

私たちが未来のために今できることは何だろう 

第 2回 12/14 残り染め体験 

玉ねぎ等の残り染めをしよう 

第 3回 1/2５ 商品企画① 

商品企画と意見交流 

第 4回 2/15 商品企画② 

商品に関するプレゼンテーション 

服飾デザイン科 ２年生 

(株)艶金と環境配慮型脱炭素経営について

学習しています 
（株）艶金から「実践型教育プログラム」の提案を受け、服飾デザイ

ン科 2年生が、科目「ファッションビジネス」で連携授業を実施してい
ます。 
今回は第 3回目の授業で、生徒が商品提案した内容をプレゼンテーシ

ョンしました。クリエーターの清水温度氏や（株）艶金から助言をいた
だきました。全 4回の研修後、環境に配慮した商品提案を目指します。 

授業計画 第３回 授業の様子 

クリエーター 清水 温度氏／艶金株式会社 社長 墨 勇志氏／ 

工務課 高橋 佳弘氏の前で、生徒がプレゼンテーションをしている様子 

「清水 温度氏によるアドバイス」 

世の中が変わるきっかけになるような商品づくり(地球環境保護・新しいデザイン

私たちのモノづくりの強み等)を踏まえ、デザインを再構築、挑戦しよう！！ 

第 3 回の授業では、13 種類の商品提

案を行いました。今回のプレゼンから、艶

金株式会社社長と清水温度氏で、商品提

案のレベルを向上させるために、5 種類に

絞っていただきました。 

今後、第 4 回の「商品企画②」までに、

さらに目的に応じた商品提案ができるよう

に、生徒は再考していきます。グループを

再編成して、また新たな視点で改良してい

きたいです。 

今後に向けて 


